
 龍ノ口山城跡 〔岡山市中区祇園～四御神〕 

  

 岡山平野の北方、旭川河岸にそびえる 

龍の口山の北面に築かれた山城である。  

龍之口八幡宮が鎮座する主郭の東側に

は、土塁で囲まれた長い曲輪が造られて

いる。ここからさらに東へと延びる尾根

筋には、深さ約5mの堀切が設けられ、

それを挟んで数段の小曲輪が認められ

る。城主は、岡山平野の旭川東岸地域を

支配した穝所氏であった。   

 

参考：「岡山県中世城館跡総合調査報告書  

   第１冊－備前編－」岡山県教育委員会 

 

長編最優秀賞「残照龍ノ口」 黛 信 彦(本名 最相力) 

２０２１．５月撮影 旭川右岸の岡山市北区原から龍ノ口山城跡を望む 
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先祖の最相家を探る 

龍ノ口山城跡 


